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1.  平成23年3月期第2四半期の業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 8,731 19.0 310 3.8 312 △1.1 113 △37.1
22年3月期第2四半期 7,337 17.5 298 78.1 316 59.1 181 62.0

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 80.86 ―
22年3月期第2四半期 130.51 129.74

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 8,053 2,279 28.3 1,616.85
22年3月期 7,816 2,222 28.4 1,576.17

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  2,279百万円 22年3月期  2,222百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 40.00 40.00
23年3月期 ― 0.00
23年3月期 

（予想）
― 40.00 40.00

3.  平成23年3月期の業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 17,004 7.7 682 3.2 678 1.5 373 14.8 264.57



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 1,410,000株 22年3月期  1,410,000株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  257株 22年3月期  148株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 1,409,773株 22年3月期2Q 1,388,562株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現時点で入手可能な情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
 業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧下さ
い。 
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（1）経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策や新興国の需要拡大に伴う生産の増加等、一

部で緩やかな回復傾向が見受けられました。しかし、依然としてデフレ経済脱却の不透明感は強く、円高の更なる

進行に伴い、不安定な状況で推移をいたしました。 

医療機器業界におきましては、保険償還価格改定の影響により、特定保険医療材料の販売価格が下落傾向にあ

り、経営環境は引き続き厳しい状況にあります。 

このような情勢のもと、当社では、取引メーカーとの連携を強化し、より付加価値の高い提案型営業を行う販売

体制の構築に努めてまいりました。また、顧客ニーズに迅速に対応するために東京営業所を開設し、よりきめ細や

かな医療現場のニーズを捉える販売活動を強化することで事業拡大に注力してまいりました。 

これらの結果、当第２四半期累計期間における売上高は8,731,374千円（前年同四半期比19.0％増）、営業利益

310,023千円（前年同四半期比3.8％増）、経常利益312,955千円（前年同四半期比1.1％減）、四半期純利益

113,995千円（前年同四半期比37.1％減）となりました。 

  

＜不整脈事業＞ 

当第２四半期累計期間の不整脈事業の売上高は、電極カテーテル、ICD、CRT-Dの販売が順調に推移したことによ

り、7,248,581千円（前年同四半期比13.8％増）となりました。 

＜虚血事業＞ 

当第２四半期累計期間の虚血事業の売上高は、自動造影剤注入装置「ACIST」のディスポーザブルキットの販売

が順調に推移したことにより、1,341,738千円（同39.6％増）となりました。 

＜その他事業＞ 

当第２四半期累計期間のその他の売上高は、事業譲受により取得した代理店事業において脳外科商品等の取扱い

を開始したことにより、141,054千円（同1,881.0％増）となりました。 

  

（2）財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末と比較して236,277千円増加し、8,053,104千円となりまし

た。また、純資産につきましては、前事業年度末と比較して57,169千円増加し、2,279,337千円となりました。 

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は2,231,702千円となり、

前事業年度末と比較して33,686千円の減少となりました。資金が減少した主な要因は、以下のキャッシュ・フロー

によるものです。 

営業活動により得られた資金は269,797千円となりました。これは主に税引前四半期純利益169,725千円に加え、

売上値引引当金の増加134,701千円、仕入債務の増加90,328千円等の収入要因があったものの、売上債権の増加

44,036千円、たな卸資産の増加70,695千円等の支出要因があったことによるものであり、前年同四半期と比較して

27,928千円の収入増加となっております。 

投資活動により支出した資金は205,135千円となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出116,152千

円及び事業譲受による支出89,111千円等の支出要因があったことによるものであり、前年同四半期と比較して

46,413千円の支出増加となっております。 

財務活動により支出した資金は96,225千円となりました。これは主に長期借入れによる収入50,000千円等の収入

要因があったものの、長期借入金の返済による支出88,816千円及び配当金の支払額56,183千円等の支出要因があっ

たことによるものであり、前年同四半期と比較して50,311千円の支出増加となっております。 

  

（3）業績予想に関する定性的情報 

平成23年３月期の第２四半期累計期間の業績予想につきましては、平成22年10月27日付で修正しております。詳

細につきましては平成22年10月27日発表の「特別損失の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧くださ

い。 

   

１．当四半期の業績等に関する定性的情報

ディーブイエックス㈱（3079）平成23年３月期　第２四半期決算短信

－ 2 －



（1）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第２四半期会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい変化がないと認められる

ため、前事業年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

② 固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によ

っております。 

③ 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目を重要なものに限定する方法によっておりま

す。 

また、繰延税金資産の回収可能性の判断において、経営環境等に著しい変化は生じておりませんが、一時

差異等の発生状況に著しい変化が認められたため、前事業年度末に使用した業績予想やタックス・プランニ

ングに当該著しい変化の影響を加味したものを利用しております。  

  

（2）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

会計処理基準に関する事項の変更 

① 「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

第１四半期会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公表

分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10

日）を適用しております。これによる損益に与える影響はありません。 

② 資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31

日）を適用しております。これにより営業利益、経常利益はそれぞれ156千円、税引前四半期純利益は1,281

千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は10,054千円でありま

す。 

③ 企業結合に関する会計基準等の適用 

第１四半期会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）、

「「研究開発費等に係る会計基準」の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離

等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成20年12月26日）「持分法に関する会計基準」（企業会計

基準第16号 平成20年12月26日公表分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指

針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日）を適用しております。 

  

２．その他の情報
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,331,702 2,365,389

受取手形及び売掛金 4,011,673 3,967,636

商品 623,509 514,804

繰延税金資産 130,933 57,918

受託開発仕掛勘定 295,953 286,983

その他 70,769 106,236

貸倒引当金 △1,300 △1,702

流動資産合計 7,463,242 7,297,266

固定資産   

有形固定資産 215,782 146,129

無形固定資産 80,947 42,538

投資その他の資産   

投資有価証券 42,738 42,924

関係会社株式 0 177,971

差入保証金 99,740 102,198

繰延税金資産 141,581 57,329

その他 34,385 11,283

貸倒引当金 △25,314 △2,164

投資損失引当金 － △58,652

投資その他の資産合計 293,131 330,891

固定資産合計 589,861 519,559

資産合計 8,053,104 7,816,826

負債の部   

流動負債   

買掛金 4,277,753 4,187,424

短期借入金 100,000 100,000

1年内返済予定の長期借入金 192,112 177,632

未払法人税等 220,142 196,000

賞与引当金 114,086 88,502

売上値引引当金 134,701 －

仮受受託開発補助金勘定 305,000 305,000

その他 123,906 197,059

流動負債合計 5,467,702 5,251,617

固定負債   

長期借入金 145,011 198,307

退職給付引当金 91,044 82,177

役員退職慰労引当金 53,143 57,477

その他 16,864 5,078

固定負債合計 306,064 343,039

負債合計 5,773,766 5,594,657
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（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 344,457 344,457

資本剰余金 314,730 314,730

利益剰余金 1,620,637 1,563,035

自己株式 △437 △173

株主資本合計 2,279,388 2,222,050

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △50 118

評価・換算差額等合計 △50 118

純資産合計 2,279,337 2,222,168

負債純資産合計 8,053,104 7,816,826
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（２）四半期損益計算書 
（第２四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 7,337,108 8,731,374

売上原価 5,844,305 7,063,254

売上総利益 1,492,802 1,668,120

販売費及び一般管理費 1,194,171 1,358,097

営業利益 298,631 310,023

営業外収益   

為替差益 20,617 6,213

その他 1,499 1,059

営業外収益合計 22,116 7,272

営業外費用   

支払利息 3,336 3,260

株式交付費 12 －

貸倒引当金繰入額 1,014 －

貸倒損失 － 1,079

営業外費用合計 4,363 4,340

経常利益 316,383 312,955

特別利益   

固定資産売却益 301 －

貸倒引当金戻入額 － 402

特別利益合計 301 402

特別損失   

固定資産除却損 － 37

関係会社株式評価損 － 119,319

関係会社貸倒引当金繰入額 － 23,150

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,125

特別損失合計 － 143,632

税引前四半期純利益 316,685 169,725

法人税、住民税及び事業税 168,407 212,978

法人税等調整額 △32,940 △157,249

法人税等合計 135,467 55,729

四半期純利益 181,217 113,995
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 316,685 169,725

減価償却費 30,278 41,204

のれん償却額 － 3,380

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,125

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,314 22,747

賞与引当金の増減額（△は減少） 42,053 25,583

退職給付引当金の増減額（△は減少） 11,841 8,867

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,950 △4,333

売上値引引当金の増減額（△は減少） 22,686 134,701

受取利息及び受取配当金 △429 △271

支払利息 3,336 3,260

株式交付費 12 －

為替差損益（△は益） △584 2,123

関係会社株式評価損 － 119,319

有形固定資産売却損益（△は益） △301 －

有形固定資産除却損 － 37

貸倒損失 － 1,079

売上債権の増減額（△は増加） △322,632 △44,036

たな卸資産の増減額（△は増加） △16,361 △70,695

仕入債務の増減額（△は減少） 320,755 90,328

未払賞与の増減額（△は減少） － △9,945

未払消費税等の増減額（△は減少） 3,959 △15,872

受託開発勘定の増減額 △5,912 △1,378

その他の流動資産の増減額（△は増加） 3,953 －

その他の流動負債の増減額（△は減少） △33,405 －

その他の固定資産の増減額（△は増加） △8 －

その他 － △18,308

小計 379,191 458,643

利息及び配当金の受取額 429 271

利息の支払額 △2,540 △2,356

法人税等の支払額 △135,211 △186,761

営業活動によるキャッシュ・フロー 241,869 269,797

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △123,000 △50,000

定期預金の払戻による収入 123,000 50,000

有形固定資産の取得による支出 △20,632 △116,152

有形固定資産の売却による収入 553 －

無形固定資産の取得による支出 △9,990 △2,122

関係会社株式の取得による支出 △116,898 －

差入保証金の差入による支出 △12,370 △1,702

差入保証金の回収による収入 761 4,160

事業譲受による支出 － △89,111

その他 △144 △206

投資活動によるキャッシュ・フロー △158,722 △205,135
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（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 － 50,000

短期借入金の返済による支出 △25,300 △50,000

長期借入れによる収入 100,000 50,000

長期借入金の返済による支出 △81,470 △88,816

株式の発行による収入 9,867 －

自己株式の取得による支出 － △263

配当金の支払額 △48,481 △56,183

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △529 △962

財務活動によるキャッシュ・フロー △45,914 △96,225

現金及び現金同等物に係る換算差額 △4,539 △2,123

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 32,694 △33,686

現金及び現金同等物の期首残高 1,977,969 2,265,389

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,010,664 2,231,702
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。  

  

（4）継続企業の前提に関する注記

（5）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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